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平成２８年度 特別展Ⅰ 「三昧塚
さんまいづか

古墳とその時代」 

会期：平成２８年１０月８日（土）～１１月２３日（水） 

 

 今から 60年ほどまえ，霞ヶ浦のほとりで一つの古墳が発掘されました。霞ヶ浦の堤防を築くた

めに墳丘を崩され，埴輪が出土したことがきっかけでした。地元の人々に古くから三昧塚古墳と

呼ばれていたこの古墳は，一月あまりの調査によって，石棺が発見され，その内外から多数の貴

重な副葬品が出土しました。 

 特に埋葬された人物がかぶっていた冠は，馬の飾りをつけた全国的に見ても例のないものであ

り，遠く大陸からの影響をうかがわせるもので，金銅製の耳飾りとともに当時の王者の豪壮な姿

を思い起こさせるものでした。 

 今日，三昧塚古墳は茨城の代表的な古墳として知られています。近年，資料を再度見直したと

ころ， 跪
ひざまづ

男子の埴輪など新たな資料の存在が明らかになりました。本展では三昧塚古墳に焦点

をあて，茨城と東国の古墳について紹介します。 

 

 

第１章 三昧塚古墳のすがた 

    第１節 三昧塚古墳，世に出る－三昧塚古墳の調査－ 

    第２節 きらびやかな王者の姿－三昧塚古墳から出土したもの－ 

    第３節 三昧塚古墳の前と後－沖
おき

洲
す

古墳群と三昧塚古墳－ 

 

第２章 常陸の古墳 

    第１節 霞ヶ浦と筑波山 

    第２節 那珂川と久慈川 

 

第３章 東国の古墳 

    第１節 香取の海のほとり 

    第２節 東京湾をのぞむ 

    第３節 上
かみつ

毛
け

野
の

と下
しもつ

毛
け

野
の
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採土進行中の三昧塚古墳（西側） 昭和３０年３月（写真 明治大学博物館） 

 

 

 

 

 

 

主な展示資料 

 

〇馬
うま

形
がた

飾
かざり

付
つき

冠
かんむり

 行
なめ

方
がた

市三
さん

昧
まい

塚
づか

古墳 茨城県指定文化財 茨城県立歴史館  

 三昧塚古墳を代表するもので，冠の上に６頭の馬の飾りがあります。このような飾り

を持つ冠は，他に例がありません。 
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 〇衝
しょう

角
かく

付
つき

冑
かぶと

・横
よこ

矧
はぎ

板
いた

鋲
びょう

留
どめ

短
たん

甲
こう

 行
なめ

方
がた

市三
さん

昧
まい

塚
づか

古墳 明治大学博物館 

 石棺の外に，他の遺物と共に置かれていた甲と冑です。普段は明治大学博物館で展

示されていますが，今回は久しぶりの里帰りとなります。 

 

 

 

   

 〇人物埴輪 跪く
ひざまず

男子 行
なめ

方
がた

市三
ざん

昧
まい

塚
づか

古墳 茨城県立歴史館 

 資料を見直したところ，破片がついて頭から胸の部分が復元されました。顔を上げ，

両手をついてなにか訴えるしぐさをした埴輪です。初めて公開されます。 
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 〇筒
つつ

形
がた

器
き

台
だい

 小美
お み

玉
たま

市権現山
ごんげんやま

古墳 小美玉市玉里史料館 

 底の円い土器を上にのせるためのものです。このような形の土器は，関東では数が

少なく，県内から出土したのは権現山古墳が唯一のものです。 

 

 

 

 

〇雲
う

珠
ず

・杏
ぎょう

葉
よう

 市
いち

原
はら

市江
え

子
こ

田
だ

金
きん

環
かん

塚
づか

古墳 千葉県指定文化財 市原市埋蔵文化財センター 

 上の円い部分を雲珠，釣鐘の形をした部分を杏葉といい，どちらも馬具のひとつです。

ベルトをまとめたり馬を飾るための道具です。この雲珠には，花のような模様がありま

す。 
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   〇馬
ば

鐸
たく

 高
たか

崎
さき

市保
ほ

渡
ど

田
た

薬
やく

師
し

塚
づか

古墳 国指定重要文化財 西光寺（写真・保管 かみつけの

里博物館） 

 青銅で作られた馬に取り付ける小形の鐘です。大きく十字に分割し，それぞれを菱形

の模様で埋めています。馬が通ると良い音色がしたことと思われます。 

 

 

 

    

   〇天
てん

冠
かん

 小
お

山
やま

市桑
くわ

５７号墳 小山市指定文化財 小山市立博物館（写真 小山市立博物館） 

 正面に高い立飾りを持つ冠です。縁の部分を見ると，細かな彫刻があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(史料学芸部 学芸課 首席研究員 小澤 重雄) 
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アーカイブズ展序章 

―栗田寛の見た近代日本― 

 

※茨城県立歴史館では，平成 28年 12月 3日～平成 29年 1月 22日にかけて，アーカイブズ展「近

代茨城の群像―記録史料に秘められた茨城の記憶―」を開催します。本展では，大日本史編纂にそ

の生涯を捧げた「明治の碩学
せきがく

」栗田寛
ひろし

，亡父の遺志を受けつぎ，大日本史を完成させた「水戸の碩

学」栗田勤
いそし

，「レイテ沖海戦・謎の反転」で有名な海軍中将・栗田健
たけ

男
お

の，三代にわたる栗田家の

歴史と，彼らが見つめた近代日本の姿を，当館の寄贈・寄託資料を中心にご紹介します。 

明治日本を代表する学者・栗田寛から，第二次大戦・最大規模の海戦となるレイテ沖海戦を主導

した海軍軍人・栗田健男へ。文から武へと遷り変わる栗田家三代と，近代日本のおよそ 100年にわ

たる激動の歴史をひもとく本展の序章
プロローグ

として，その物語の一端を以下にご紹介しましょう。 

 

１ 明治の碩学・栗田寛 ―大日本史編纂に捧げた生涯― 

 

「明治の碩学」と称された栗田寛（1835-1899，字は叔
しゅく

栗
りつ

，幼名八十吉，のち利三郎，栗里
り つ り

・蕉

窓・銀巷などと号す）は，天保 6 年（1835）9 月 14 日，水戸下市本六丁目で搾油と米穀商を営む栗

田彦六（雅文
まさふみ

）の三男として生まれました。時の彰考館総裁・豊田天功に見出され，安政 5 年（1858）

6 月，町人の出ながら 24 歳で彰考館に登用されると，その俊英ぶりを発揮していきます。 

【史料１】は，寛が登用された際に豊田天功が記した彰考館の記録です。その記述からは，天功

がその才能に大きな期待をかけて，寛を推薦していたことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗田寛写真（個人蔵） 

            【史料１】豊田天功「館務記」（高橋清賀子家 No.103-3，当館寄託） 

六
月 

此
の
分
六
月
八
日
に
指
出
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豊
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右
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御
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之
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相
弁
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申
候
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出
格
之
御
引
立
御
座
候
様
仕
度
一
昨
年 

（
以
下
略
） 
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師・天功の死（元治元年〈1864〉），元治甲子の乱にはじまる幕末の動乱を経て，時代は明治へと

移っていきます。幕末から続く藩内の動揺，また廃藩置県後の混乱のなかで，寛は水戸徳川家の家

扶などの立場で彰考館文庫や潜龍閣蔵書の保全，大日本史志表編纂の継続，常磐神社の創建などに

奔走し，徐々にその活躍の場を広げていきます。その学識の深さと彰考館での経験は，新時代の「国

のかたち」を模索する明治新政府に必要とされ，明治 6 年（1873）7 月に朝命によって上京，太政

官教部省に出仕し，その活躍の舞台を新都・東京へと移していきます。 

 

２ 栗田寛の東京レポート ―明治に輝く水戸女性― 

 

上京した寛が眼にしたものは，復古と開化に揺れながらも，西洋諸国に範をとった「文明開化」

を目指して急速に変貌をとげる東京，そして明治日本の姿でした。東京時代に書き記した寛の書状

を見ると，時代の変化に驚き，戸惑い，また洋風化に流れる世相を批判的にとらえる寛の姿が浮か

びあがってきます。ここでは，東京レポートとでも称すべき，寛の書状の一例を紹介しましょう。 

【史料２】は，明治 10年（1877）1月 25日付で，久慈郡太田村の叔父小沢伝五郎（時発，妻が寛

の祖父惟肖四女仲子）に出された書状です。同書のなかで，寛は中央の政情として江華島事件後の

日朝交渉のために黒田清隆・井上馨が派遣されたことを伝え，また東京市が西洋風の煉瓦造りの街

並みへと変わりながらも借家・売家が多く「真の文明開化国とハ難申候」，学校も多く作られたが「学

問も大方技芸の如く相成，学問ハ出来候ても品行ハ不宜と申姿」などと西洋化する東京の風景を批

判的に論じながら，「当地女学校開館に候て何レも婦人ナリ，皇后の宮御臨幸被為在」と，前年 11

月 29日に東京女子師範学校（現お茶の水大学）に昭憲皇后が行啓したことを伝え，次のように続け

ています。 

【史料２】栗田寛書状（小沢伝五郎宛）明治 10年（1877）１月 25日付 

（「小沢家史料」No.28-4，当館蔵） 
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文中の「青山延寿の娘当年十六七」とは，青山千
ち

世
せ

［1857-1947］のことです。千世は，弘道館教

授頭取代理，彰考館権総裁などを務めた水戸藩の学者・青山延寿
のぶとし

の長女であり，また近代日本の女

性運動家，戦後初の労働省婦人少年局長として著名な山川菊
きく

栄
え

［1890-1980］の母にあたります。前

年の明治８年（1875）7 月の入学試験で優秀な成績を収めた千世は，11 月 29 日の皇后行啓の際に

「勧善訓蒙」中の慈母の教えという御前講義をする栄誉を得ました。千世の伯父青山延光
のぶみつ

やその子

勇
いさむ

も含めて青山家と交流の深かった寛も，書状のなかで「全国中にて第二等の生徒と申風聞なり」

と，知人の娘の活躍を誇らしげに伝えています。 

また「亡友豊田小太郎の妻」とは，豊田芙
ふ

雄
ゆ

［1845-1941］を指

します。日本の女子教育や幼児教育に大きな貢献を果たすことにな

る芙雄は，明治 9 年（1876）5 月に東京女子師範学校の訓導（翌年

9 月に副舎監兼任）となり，同 10 月には新設された附属幼稚園の保

母になります（高橋清賀子家 No.フ 149,159-160〈当館寄託〉，日本

最初の保母とされる）。生前，芙雄は「私も先生をやめて生徒になり

たかったのですがね」と笑いながら振り返ったとされますが（山川

菊栄『おんな二代の記』），師の天功，その子小太郎（香窓），そして

芙雄の養子伴
ばん

も含めて豊田家とも交流の深かった寛は，「至極学問有

之，詩歌も出来候とて評判いたし申候」と亡友の妻・芙雄を称えて

います。 

豊田芙雄写真（高橋清賀子家 No.フ 31-2，当館寄託） 

（
前
略
） 
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明治 10 年（1877）といえば，歌人・中島歌子が，明治の女流作家・三宅花圃
か ほ

や樋口一葉などの

令嬢たちに和歌を教授した歌塾「萩の舎」を発足させた年でもあります。どうやら「明治」という

新しい時代を迎え，江戸時代を通じて水戸藩でじっくりと醸成された「水戸の学風」が，水戸女性

の輝きという形で新都・東京で華開こうとしていたようです。寛は，東京での水戸女性（「国人」）

の活躍は「うれしき事」であり，それを国元の女性に話せば「学問のはげミ」になるであろうと叔

父・伝五郎に伝えており，新しい時代の息吹を大きな期待をもって見つめていたことがわかります。 

 

３ 栗田寛の死 ―四十年一日の如く― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊田伴写真        【史料３】豊田伴「日誌」明治 12 年（1879）７月４日条 

（高橋清賀子家 No.フ 353-3，当館寄託）                         （高橋清賀子家 No.378，当館寄託） 

 

上京した寛は，教部省を皮切りに太政官修史館，元老院，東京帝国大学，文部大臣官房などに出

仕しながら，師天功の宿願でもあった大日本史志表編纂に精力的に取り組みます。明治 12年（1879）

1 月 3 日，旧水戸藩主徳川昭武より大日本史志表完成の命を受け，6 月 5 日に偕楽園南崖の地に彰考

館が新築され，7 月 4 日には修史事業が再開されています（【史料３】）。その後，更に 20 年の歳月

をかけて志表編纂が進められましたが，いよいよ目次も確定し，「一志三表」の上木を残すのみとい

うところで，寛は病に倒れます。 

明治 32 年（1899）正月，死期を悟った寛は子の勤を呼び寄せ，約 20 日間にわたって大日本史編

纂に関する事歴の口述筆記をさせます。同 24 日深夜には再び勤を呼び寄せ，その手を取り「暗に永

訣を告ぐるものゝ如く」暫し沈吟し，「病状甚た悪し，使を馳せて医を招くべし」と命じました。駆

けつけた長谷川医師の診察後，寛は次のような遺言を勤に残しています。 
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･･･余や今夜を以て永訣すべし，汝等多年奉養の労を謝す，また余か門人知友にも其平素の好誼 

を謝せよ，大日本史志表の事は余か宿志の存する所なり，今や悉く其上木を見ざるは遺憾なれ 

ども予
かね

て命じ置きたる方法に依りて黽
びん

勉
べん

惰
おこた

ることなくば必す上木完成すべし，汝にして能く此 

事を成さば余が義烈二公に報ずる所以の微衷も初て達するを得ん    （「栗里先生年譜略」） 

義烈二公，即ち第二代水戸藩主徳川光圀と第九代藩主徳川斉昭を祀る常磐神社の創建（明治 6 年

〈1873〉）を，友人原田明善
あきよし

らとともに寛が主導したことをあわせて考慮すると（栗田寛『常磐物語』

明治 30 年〈1897〉），寬自身の学問への情熱と修史への志に加えて，大日本史編纂の端緒を切った

義公光圀と，志表編纂を師天功に指示した烈公斉昭への深い敬意，そして偉大な先輩たちから連綿

と受けつがれてきた修史完成への責任感などが，「四十年一日の如く」と称された，寛の彰考館にお

ける修史事業への一途な献身を支えていたと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗田寛像（水戸市東台，平成 5 年）       大日本史編纂之地 

（水戸市二の丸，昭和 32 年） 

同 26 日午前 3 時 40 分，大日本史編纂に生涯を捧げた栗田寛は，その完成を目前にして息を引き

取ります。享年 65 歳，死因は胃ガンでした。明治を代表する学者の死に対し，明治政府は文学博士

の学位授与（1 月 25 日付），高等官一等陞叙，特旨による従四位叙位，瑞宝章賜与（1 月 26 日付）

などによって，その功労に報いました。当時の主要な新聞や雑誌も「学海の為めに痛惜の至に堪へ

ざるなり」（『東京朝日新聞』1 月 27 日付），「独り水戸の為めに悲しむのみならず実に国家国史の為

哀惜せざるを得ざるなり」（『教育時論』第 497 号）と次々に惜別の辞を送り，『東京日日新聞』は社

説「栗田博士と国史」（1 月 27 日付）を掲げ，「吾人は平生先生を目するに生きたる日本史を以てせ

り，大日本史に於ける先生の功や大ならざるに非ず，偉ならざるに非ず，去れど是れ所謂九牛の一

毛のみ，生きたる日本史は大日本史以外更に大なる史上の資力を有したるや論なし，今や之を失ふ，

悼惜何ぞ堪えん」と最大級の賛辞を送り，哀悼の意を表しています。 
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津田信存
のぶかず

（東巌，明治 25 年〈1892〉），小宮山綏
やす

介
すけ

（南梁，明治 29 年〈1896〉），菅政友
まさすけ

（桜廬，

明治 30 年〈1897〉）と「水戸の碩学たち」が続々と物故し，また旧幕臣・勝海舟［1823-1899〈1/19〉］

が約一週間前に亡くなったこともあり，栗田寛の死は，新世紀を前にして，茨城のみならず日本の

国民全体に一つの時代が終わろうとしていること，そして旧藩以来の「水戸の学風」を直接に伝え

る最後の灯火
ともしび

の一つが，ついにこの世から失われたことを痛切に実感させたのです。 

寛の葬儀は，子の勤を祭主として 1 月 28 日に東京・谷中で営まれ，続いて柩が郷里の水戸へと送

られ，同 31 日に先祖の塋域
えいいき

がある水戸・六反田の六地蔵寺へ神式で埋葬されました。その六地蔵寺

には，水戸藩出身の最後の将軍・徳川慶喜の題字「継往開来」，畏友内藤耻
ち

叟
そう

の撰文と次兄亀井直
ちょく

（有

斐）の書になる墓碑が，明治 36 年（1903）1 月 25 日に建立されています。その碑文のなかに，次

のような一文があります。 

･･･初め国史紀伝既に成り，志表未だ備らず。烈公これを憂い，天功に命じてこれを修正せしむ。 

未だ竟
おわ

らずして歿す。ここに至って君，専らこれに任じ， 拮据校
きっきょこう

讐
しゅう

，四十年一日の如く，十 

志五表皆完し，〔圀
くに

順
ゆき

〕公，成に隨ってこれを朝廷に 上
たてまつ

る。    （栗田寛墓碑「継往開来」） 

 安政５年（1858）に師の天功によって彰考館御用部屋小僧として取り立てられてからおよそ四十

年。寬は，まるでそのために生まれてきたかのように，大日本史志表完成にその身を捧げました。

四十年をわずか一日で駆けぬけたかのようだ，という耻叟の撰文は，寬がいかに修史事業に情熱を

そそぎ，志表編纂に専心していたかを見事に表現しています。そして，約 250 年の歳月をかけた大

日本史編纂事業が終局を迎えようとするとき，慶喜の題字に見るように，従来の「彰
しょう

往考来
おうこうらい

」（往

〈過去〉を彰らかにし，来〈未来〉を考える）から，「継往
けいおう

開来
かいらい

」（往〈過去〉を継承して，来〈未

来〉を切り開く）へ，つまり修史事業の成果を実践によって社会に還元すべき，新しい時代を迎え

ようとしていました。 

 その責務は，寬の師風を受けた後進たち，特に寬の家塾「輔
ほ

任学舎
にんがくしゃ

」を巣立っていった後進たち

へと引きつがれてゆくことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗田寛墓碑「継往開来」 

（六地蔵寺，明治 36 年） 
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４ 師風を受けつぐ者たち 

 

夢半ばで倒れた寬の遺志は，その師風を受けつぐ者たちによって引きつがれました。特に寬の家

塾「輔仁学舎」からは，養子勤や豊田伴のほかに，清水正健，菊池謙二郎，大内地山，雨谷毅，立

林宮太郎など，大正から昭和戦前期にかけての水戸の学風を支えた学者や教育者，ジャーナリスト

などを多数輩出し，また塩沢昌貞（第 4代早稲田大学総長），吉田弥平（東京高等師範学校教授），

三浦周
ひろ

行
ゆき

（京都帝国大学教授）など，中央の学界・教育界で活躍した著名な文人も輩出しています。 

勤を中心とする最後の彰考館員が「一志三表」を上木して大日本史（紀伝志表 397 巻，目録５巻，

合計 402 巻）を完成させたのは，明治 39 年（1906）10 月のことでした。12 月 26 日には水戸徳川

家第 13 代当主・徳川圀順が常磐神社で義烈二公の神前に大日本史完成を奉告し，同日，栗田勤起草

の上表文を添えて大日本史 402 巻が朝廷に奉献されます。寬の死から，わずか８年後のことでした。 

彰考館史局は閉鎖され，同館が蒐集した約 10 万点に及ぶ膨大な史料は，明治 40 年（1907）1 月

に明治天皇から一万円，昭憲皇后からも三千円が下賜され，明治 42 年（1909）に常磐神社境内に

レンガ造り瓦葺き二階建ての彰考館文庫が設立されて，永世保全の策がとられています。 

13 歳にして古事記を購入し，「白妙
しろたえ

と降り敷く雪の寒き朝げ 古事記
ふることぶみ

を読みに吾
あ

は行く」とその

歓びを詠い，17 歳で初めて師の天功に会った際，「日本には是と云ふ善き歴史が無いから，歴史を

書きて見たい」（栗田寛「学問の感想」）と訴えたという栗田寬。その遺詠は「斯
この

文
ふみ

の為
ために

と尽す我身

等は 如何
い か

で空しく朽
くち

が果つべき」だったといいます（杉雨生「晦屋栗田翁夜話」241）。志表完成を

目前にして倒れた寬の無念さは如何ばかりだったか。しかし，寬の思いは，師風を受けつぐ者たち

によって確実に引きつがれ，水戸藩 約 250 年越しの夢が達せられたのです。 

今，寬ら明治の彰考館員たちが大日本史志表編纂に情熱をそそいだ彰考館の跡地には，寬の孫に

あたる栗田健男の書（碑陰）になる記念碑「大日本史完成之地」が，忘れ去られたかのように偕楽

園のほとりに建ち，ひっそりと彼らの夢の趾をとどめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大日本史完成之地 

（偕楽園南崖，昭和 42 年） 
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栗田勤写真（個人蔵）          栗田健男写真（個人蔵） 

 

この後，勤は明治 44 年（1911）7 月 28 日付で茨城県史蹟天然物調査嘱託を拝命して社会へと出

て行き，「水戸の碩学」，郷土の水戸学者として確固たる名声を得ていきます。一方，勤の次男・健

男は，父や祖父とは異なり，文人ではなく武人として未来を切り開く道を選びました。海軍提督と

してのキャリアを重ね，昭和 19 年（1944）10 月，第二艦隊を率いてレイテ沖海戦に臨みます。 

さて，この後の栗田家とその末裔たちが見た近代日本の姿は，如何なるものだったのか。その物

語は，本年 12月 3日より開催するアーカイブズ展「近代茨城の群像―記録史料に秘められた茨城の

記憶―」にて，ご紹介することにしましょう。乞うご期待ください。 

  

＜主な参考文献＞ 

・三浦周行「近世史学史に於ける栗田寬先生」（『歴史と地理』第 15 巻第３号，1925） 

・大森金五郎「栗里栗田寛先生の事蹟」（『新国史論叢』吉川弘文館，1936） 

・山田孝雄「栗田寬のこと―私の欽仰する近世人・その三―」（『文藝春秋』第 21 巻第３号，1943） 

・昭和女子大学近代文学研究会編『近代文学研究叢書』第４巻（昭和女子大学光葉会，1956） 

・安井良三「栗田寬博士評伝」（『古代学』第６巻第４号，1958） 

・照沼好文『栗田寛の研究―その生涯と歴史学』 (錦正社，1974) 

・同『水戸の学風―特に栗田寛博士を中心として』（水戸史学会，1998） 

・同『栗田寬博士と「継往開来」の碑文』（錦正社，2002） 

・秋元信英「明治二十六年栗田寛の修史事業構想」（『國學院女子短期大学紀要』第１巻，1982） 

・『水戸市史』下巻（一）（水戸市，1993） 

（史料学芸部 歴史資料課 主任研究員 石井 裕） 
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茨城県における科学万博開催申請をめぐる動き 

 

今回は，昭和 54 年(1979)に国際科学技術博覧会推進室が作成した行政文書「国際科

学技術博覧会開催に伴う閣議了解関係綴(二)」(行 79-2268)(以下，「閣議了解関係綴」

と表記)・「国際科学技術博覧会閣議了解陳情関係綴」(行 79-2269) (以下，「閣議了解

陳情関係綴」と表記)を紹介しながら，県発行の『国際科学技術博覧会 茨城県公式記

録』を参考に，茨城県の国際科学技術博覧会(以下，科学万博と表記)開催申請をめぐ

る動きをたどっていきたいと思います。 

【国際科学技術博覧会推進室の設置】 

 開催県にふさわしい受入準備を進めるため，昭和 54 年 6 月 1 日，竹内藤男知事を本

部長とする全庁的組織として国際科学技術博覧会茨城県推進対策本部を設置するとと

もに，国際科学技術博覧会推進対策室を県企画部から分離独立させて国際科学技術博

覧会推進室を発足させました。 

【開催促進の陳情活動】 

 科学万博を国際博覧会として開催するためには，パリの博覧会国際事務局(ＢＩＥ)

に開催申請をして承認を得る必要がありました。開催申請は，日本国政府がその意思

決定としての閣議了解を経て行うものでした。県の各推進団体による再三の陳情活動

の結果，昭和 54 年 6 月 8 日の閣議で，「開催申請を同年 12 月に行うことを目途に，関

係省庁の連絡会議を内閣に設けて調査検討を進める」という了解がなされました。こ

れに基づき，関係省庁連絡会議が同年 7 月 4 日から計 7 回開かれました。しかし，開

催申請の閣議了解についての各省庁間の調整は難航していました。そこで，県はこの

閣議了解をとりつけるため，全県的な陳情活動を行うことにしました。「閣議了解陳情

関係綴」からは，同年 11 月 16 日の閣議に向けて，各界の代表者 150～200 名を 3～4

班に編成して開催促進の陳情を実施しようとしていたことが読み取れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
開催促進に関する陳情の実施要領（部分） 
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波状的な陳情を繰り返したにもかかわらず，科学万博を推進しようとする科学技術

庁，国土庁，建設省などと財政再建の立場から時期尚早論をとなえる大蔵省などとの

間で意見が折り合わず，同年 11 月 19 日の第 7 回関係省庁連絡会議においても結論は

出ませんでした。結局，開催規模や財政負担などを縮小することを条件に閣議了解が

なされたのは，パリの博覧会国際事務局(ＢＩＥ)に開催申請する前日の同月 27 日のこ

とでした。 

「閣議了解関係綴」には，同年 12 月 19 日に科学技術庁計画局長より竹内知事宛の

「筑波研究学園都市における「科学技術に関する国際博覧会」については、昭和 60

年度に開催することとし、国際博覧会条約上の開催申請手続きを進める」という閣議

了解を得た旨の通知と，これを受けて同月 25 日に発送した茨城県内各市町村長宛の開

催通知が綴られています。なお，25 日の開催通知起案書中の 19 日通知の写しには，「12

月 20 日計画局長来県時持参」というメモが見られます。 

 

 

【開催へ向けての国際手続き】 

開催申請後は，ＢＩＥ分類委員会でのテーマ了承，同執行委員会での予備調査結果

了承などの手続きがとられ，昭和 56 年(1981)4 月 22 日，第 89 回ＢＩＥ総会において

登録申請が正式に承認され，国際博覧会旗を授与されました。この博覧会旗の受領を

もって，科学万博の国際舞台での手続きがすべて完了したのです。 

＊歴史館だより１１２号(平成２８年２月発行)も併せてご覧ください。 

(史料学芸部 行政資料課 首席研究員 柳橋 正雄) 

茨城県知事宛 開催通知 

 

茨城県内各市町村長宛 開催通知 

 

http://www.rekishikan-ibk.jp/publication/letter/%e6%ad%b4%e5%8f%b2%e9%a4%a8%e3%81%a0%e3%82%88%e3%82%8a-%e2%84%96112-2016%e5%b9%b42%e6%9c%88%e7%99%ba%e8%a1%8c/
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将軍の書 －一橋徳川家記念室所蔵資料から－

一橋徳川家は，田安・清水の両徳川家とともに，御三卿とよばれます。所領は１０万石で，江戸
ご さん きょう

城内に屋敷を与えられ，将軍家の身内として処遇されました。

一橋徳川家には，歴代当主はもとより，宗家（将軍家）・分家を含めた同族内の人物による多

数の書跡が伝来しています。その中から，ここでは歴代将軍自筆の書軸を２点紹介します。

現代においても，「書は人なり」「字は体を表す」などといわれます。これらの書跡もまた書き手

の豊かな個性を伝えており，その人となりを垣間見ることができます。

天下泰平の世と，幕府も崩壊に近い幕末動乱の世。対照的なそれぞれの時代を生きた二人の

将軍の書を，その社会的背景のなかで見てみましょう。

ここでご紹介する書跡は，次の期間，当館でご覧になれます。

一橋徳川家記念室 「文書と書」 平成28年11月3日（木・祝）～12月4日（日）

※歴代将軍の自筆資料では，ほかに徳川吉宗，徳川慶喜の書跡などを展示します。

１．二字書「麟鳳」 徳川綱吉筆
り ん ぽ う つ な よ し

徳川綱吉 正保３（1646）-宝永６（1709）

位：1680-1709

江戸幕府５代将軍。３代将軍家光の四男。
いえみつ

館林藩主（15万石）を経て，継嗣のなかった
けい し

長兄・家綱（４代将軍）の跡を嗣ぐ。側用人の
いえつな つ

柳沢吉保を重用し，湯島聖堂の建設など，
よしやす

学問・文化の興隆にも力を注いだ。

元禄年間（1688-1704）を中心とする綱吉の治世は，天下泰平の時代であった。

江戸幕府の開幕から約一世紀。衣装に工芸に，大胆な構図で誇張された尾形光琳の意匠が
デフォルメ デザ イ ン

評判をよび，紀文（紀伊国屋文左衛門）や奈良茂（奈良屋茂左衛門）が豪遊を競った吉原の繁

栄が，爛熟の江戸を象徴する。元禄の世は，流通経済の発展を土台に，華やかな町人文化に彩

られていた。

綱吉は，歴代将軍の中でも特に多くの書画を残している。その童子のような屈託のない書風

は，本書からもうかがえよう。

王道を歩むことへの決意であろうか，それとも一直線に歩んでいるとの自負であろうか。「麟鳳」

の二字は，伝説上の聖獣である麒麟と鳳凰を意味する。『礼記』では国王の仁政のもとで出現す
き り ん ほ う お う らい き

るとされ，亀・竜とともに古来尊ばれてきた。

「犬公方」と揶揄されたように，生類憐れみの令にみられる極端なまでの動物愛護の精神。そ
いぬ く ぼ う や ゆ しょう る い あわ

して，壮麗な伽藍をそなえた護国寺を創建するなど，生前から並々ならぬ孝養を尽くした，生母
が らん

桂昌院への情愛。それは，無邪気とも言える独特の書風とも通底しているように思われる。
けい しょう いん
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２．二字書「至誠」 徳川家茂筆 徳川家茂 弘化３（1846）-慶応２（1866）
し せ い い え も ち

位：1858-66

江戸幕府14代将軍。初名は慶福。父
よ し と み

斉順は一橋徳川家の出で，紀伊藩主と
なり ゆき

なった。 大老井伊直弼らにより将軍継嗣
なおすけ

に擁立され，徳川慶喜（のちの15代将軍，
よしのぶ

父は水戸藩主徳川斉昭）と将軍職を争
な り あ き

い，安政５年（1858），13歳で14代将軍と

なる。激動する政局のなか，21歳で死去。

家茂の治世は，幕末の動乱と軌を一にしている。

病弱で器量に乏しい13代将軍家定の継嗣問題。猛威をふるう尊王攘夷運動。３代将軍家光以
いえ さだ

来，約230年ぶりの将軍上洛。そして，禁門の変と長州出兵。若くして世を去る家茂の生涯は，開

国による混乱から幕府滅亡へと至る幕末史の奔流と見事に重なり合う。

ところで，一橋徳川家の当主であった慶喜は，家茂と深い宿縁で結ばれていた。家茂より９歳

年長の慶喜は，若くして「英明」との評判が高く，黒船来航の衝撃に揺れる時代の救世主として，

周囲の期待を一身に集めていた。この時代の寵児は，将軍継嗣に敗れた後も，将軍後見職，次

いで禁裏(朝廷)守衛総督となり，一貫して政局の中枢に身を置いた。
きん り

該博な知識と抜群の政局勘，そして得意の弁舌を武器に，慶喜は反幕府勢力を翻弄し，幕末

史の主役を演じ続けた。あたかも家茂から，その座を奪うかのように。政治の中心は，すでに将軍

のお膝元である江戸から，天皇のいる京都に移っている。上洛した慶喜は，幕府から半ば独立の

傾向を強め，朝廷の信任をもとに京都で独自の権力を確立させた。

苦境の家茂は，慶応元年（1865）10月，将軍職を慶喜に譲って隠居することを表明する。辞意

はほどなく撤回したものの，失意の将軍は，翌年７月，出征先の大坂城で不帰の客となった。21

歳の若さであった。幕臣の勝海舟は，この時の大坂城内の様

子を「惨憺悲風の景況，殆ど気息を絶せむとす」（『海舟全集』
さ ん たん ほとん

巻９）と記している。

15代将軍を嗣いだのは，慶喜であった。この奇才の将軍の

もとで，わが国は近代国家への大きな転換をとげることになる。

ひるがえって，若年の将軍であった家茂は，慶喜と異なり，

幕政への関与の度合いは判断が難しい。むしろ同時代史料

が雄弁に語るのは，家茂の 私的 な側面である。そこに浮かび
プライヴェート

上がるのは，生来記憶力にすぐれ，和歌に精励し，京都から

正室にむかえた和 宮（孝明天皇の妹）を愛し，そして乗馬に
かずのみや

熱中する，一人の若者の姿である。

本書は，家茂死後に分配された遺品の一つとして一橋徳

川家に伝来した。「至誠」の二字は，穏和な人柄で幕臣に慕

われ，その死を惜しまれた，若き将軍の筆にふさわしい。

（学芸課 主任研究員 由波 俊幸）

参考 昭徳院様〔家茂〕束帯像写真

徳川茂栄撮影／当館蔵
もち はる
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トピックス 

平成 28年度 上半期の歴史館 

 

よろい・かぶと体験  5月 5日（木） 

 こどもを対象に，戦国武将のつけた甲冑２領，一橋家当世具足１領の試着体験を実施しました。

子ども 29人が好みの甲冑を身につけ，その重さなどを実感しながら武将気分を満喫していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜歴史館  6月 19日（日） 

 治水・利水・減災－江戸時代から現代まで－と題した講座に，83名が参加しました。徳川氏入

封以降の利根川東遷事業は，河川改修による治水と同時に，物資の運搬ルートの確立など興味深

い内容でした。治水と利水の歴史を現代の事例とリンクさせ，今後の水害に備える指針を示して

くれました。 
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秋の特別展「三昧塚古墳とその時代」を開催する 

10月 8日（土）～11月 23日（水）の土・日・祝日に， 

いれたてコーヒーなどをお楽しみいただける 

喫茶コーナーを開設いたします。 

皆様のおいでを心よりお待ちしております。 

 

 

今年は 11月 10日（木）～11月 13日（日）の 4日間， 

いちょう並木のライトアップを実施します。 

今年で 3回目となる歴史館いちょう並木のライトアップを 

ぜひお楽しみください！ 

 

 

子ども体験プログラム  7月 10日（日），7月 24日（日），8月 28日（日） 

 小学 4～6年生を対象に，実物資料を使った体験活動やレクチャーをとおして，郷土の歴史や文

化を学ぶ全 4 回（①目指せ！歴史博士，②体験！表具職人，③体験！学芸員，④目指せ！考古学

者）の講座です。各回の講座毎に認定書を授与し，４回全てに認定を受けた参加者には修了書を

授与します。参加した子ども達は，熱心に解説に耳を傾け，メモを取っていました。最後は，積

極的に質問をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各行事などについてのお問い合わせは， 

茨城県立歴史館 教育普及課 電話 029-225-4425 

または，ホームページの「お問い合わせ」からメールをお送りください。 

喫茶コーナー 

2016いちょう並木ライトアップ情報 


